
平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
八
日
受
領

答

弁

第

六

七

号

内
閣
衆
質
一
八
七
第
六
七
号

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

伊

吹

文

明

殿

衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
に
お
け
る
年
金
積
立
金
の
運
用
リ
ス
ク
等
に
関
す
る
再
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書

を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
長
妻
昭
君
提
出
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
に
お
け
る
年
金
積
立
金
の
運
用
リ
ス
ク
等
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
（
以
下
「
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
」
と
い
う
。
）
の
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
変
更
を
含
む
中

期
計
画
の
作
成
及
び
変
更
に
つ
い
て
は
、
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二

十
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
行
う
財
政
検
証
の
結
果
を
勘
案
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
運

用
委
員
会
（
以
下
「
運
用
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
議
を
経
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
本
年
十
月
三
十
一
日
に
変
更
し
た
基

本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
つ
い
て
議
論
し
た
運
用
委
員
会
は
、
平
成
二
十
五
年
九
月
十
七
日
、
同
年
十
月
二
十
一
日
、
同
年
十

一
月
十
八
日
、
平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
四
日
、
同
年
六
月
二
十
日
、
同
年
七
月
十
日
、
同
月
二
十
四
日
、
同
年
八
月
五

日
、
同
年
九
月
十
九
日
、
同
年
十
月
三
日
及
び
同
月
二
十
三
日
の
計
十
一
回
開
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
変
更
を
含
む
中
期
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
三
十
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
に
先
立
ち
厚
生
労
働
省
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
（
以
下
「
評
価
委
員
会
」

と
い
う
。
）
の
意
見
を
聴
く
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
評
価
委
員
会
は
平
成
二
十
六
年
十
月
三
十
一
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

運
用
委
員
会
及
び
評
価
委
員
会
に
お
け
る
議
論
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
場
へ
の
影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時

一



点
で
は
お
答
え
は
差
し
控
え
た
い
。

二
、
三
及
び
七
に
つ
い
て

Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
「
「
日
本
再
興
戦
略
」
改
訂
二
〇
一
四
」
（
平
成
二
十
六
年

六
月
二
十
四
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
「
日
本
経
済
は
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
、
雇
用
情
勢
、
設
備
投
資
等
の
指
標
を
見

て
も
、
力
強
さ
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
、
物
価
動
向
を
見
て
も
デ
フ
レ
脱
却
に
向
け
て
着
実
に
前
進
し
始
め
て
い
る
」
と

し
、
ま
た
、
「
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
つ
い
て
は
、
本
年
六
月
に
公
表
さ
れ
た
「
国
民
年
金
及
び
厚
生
年
金

に
係
る
財
政
の
現
況
及
び
見
通
し－

平
成
二
十
六
年
財
政
検
証
結
果－

」
を
踏
ま
え
、
デ
フ
レ
か
ら
の
脱
却
、
適
度
な
イ
ン

フ
レ
環
境
へ
の
移
行
な
ど
長
期
的
な
経
済
・
運
用
環
境
の
変
化
に
即
し
、
年
金
財
政
の
長
期
的
な
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め

に
、
適
切
な
見
直
し
を
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
実
施
す
る
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
沿
っ
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ

に
お
い
て
、
財
政
検
証
の
結
果
を
踏
ま
え
、
御
指
摘
の
名
目
賃
金
上
昇
率
を
下
回
る
確
率
（
以
下
「
下
方
確
率
」
と
い
う
。
）

の
推
計
も
含
む
検
討
を
行
い
、
当
該
検
討
結
果
に
基
づ
く
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
変
更
を
含
む
中
期
計
画
の
変
更
を
厚
生

労
働
大
臣
が
認
可
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
最
近
の
経
済
環
境
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
六
年
十
月
七
日
の
参
議
院
予

算
委
員
会
に
お
い
て
内
閣
総
理
大
臣
が
答
弁
し
て
い
る
と
お
り
、
現
在
デ
フ
レ
状
況
で
は
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

二



四
及
び
五
に
つ
い
て

本
年
十
月
三
十
一
日
の
変
更
後
の
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
の
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
以
下
「
新
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
と
い
う
。
）

の
下
方
確
率
及
び
新
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
運
用
環
境
の
想
定
の
下
に
お
け
る
変
更
前
の
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
（
以
下

「
旧
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
」
と
い
う
。
）
の
下
方
確
率
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
と
お
り
で
あ
り
、
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
の
変
更
に
よ
っ
て
、
名
目
賃
金
上
昇
率
か
ら
下
振
れ
す
る
リ
ス
ク
は
下
が
っ
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

野
村
Ｂ
Ｐ
Ｉ
と
は
、
野
村
證
券
株
式
会
社
が
作
成
し
て
い
る
国
内
債
券
市
場
の
投
資
収
益
指
数
で
あ
り
、
当
該
指
数
に
つ

い
て
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
に
お
い
て
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
国
内
債
券
の
標
準
偏
差
及
び
国
内
債
券
と
他
の
資
産
と
の
相
関
係

数
を
算
定
す
る
際
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

お
尋
ね
の
下
方
確
率
に
つ
い
て
は
、
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
期
待
運
用
利
回
り
及
び
賃
金
上
昇
率
を
確
率
変
数
と
す
る

二
次
元
正
規
分
布
の
確
率
密
度
関
数
を
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
期
待
運
用
利
回
り
が
賃
金
上
昇
率
を
下
回
る
領
域
に
わ
た

っ
て
積
分
し
て
算
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
該
二
次
元
正
規
分
布
は
、
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
運
用
利
回
り
と
賃
金
上
昇

率
の
期
待
値
、
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
運
用
利
回
り
と
賃
金
上
昇
率
の
標
準
偏
差
及
び
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
運
用
利

三



回
り
と
賃
金
上
昇
率
と
の
相
関
係
数
に
よ
っ
て
決
ま
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
下
方
確
率
の
推
計
の
前
提
と
し
た
数
値
に
つ
い
て
は
、
①
新
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
経
済
中
位
ケ
ー

ス
、
②
新
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
市
場
基
準
ケ
ー
ス
、
③
旧
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
経
済
中
位
ケ
ー
ス
及
び
④
旧
基
本

ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
市
場
基
準
ケ
ー
ス
に
お
い
て
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
運
用
利
回
り
の
期
待
値

①
四
・
五
七
パ
ー
セ
ン
ト

②
四
・
〇
八
パ
ー
セ
ン
ト

③
三
・
五

一
パ
ー
セ
ン
ト

④
三
・
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト

基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
運
用
利
回
り
の
標
準
偏
差

①
十
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト

②
十
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト

③
七
・

〇
パ
ー
セ
ン
ト

④
七
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト

賃
金
上
昇
率
の
期
待
値

①
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト

②
二
・
一
パ
ー
セ
ン
ト

③
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト

④
二
・
一
パ
ー

セ
ン
ト

賃
金
上
昇
率
の
標
準
偏
差

①
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト

②
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト

③
一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト

④
一
・
九
パ

ー
セ
ン
ト

基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
運
用
利
回
り
と
賃
金
上
昇
率
と
の
相
関
係
数

①
〇
・
一
四

②
〇
・
一
四

③
〇
・
一
六
九

四



④
〇
・
一
六
九

下
方
確
率
の
算
出
方
法
に
つ
い
て
は
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
に
お
い
て
、
社
会
保
障
審
議
会
年
金
部
会
に
設
置
さ
れ
た
年
金
財
政
に

お
け
る
経
済
前
提
と
積
立
金
運
用
の
あ
り
方
に
関
す
る
専
門
委
員
会
が
平
成
二
十
六
年
三
月
十
二
日
に
取
り
ま
と
め
た
「
年

金
財
政
に
お
け
る
経
済
前
提
と
積
立
金
運
用
の
あ
り
方
に
つ
い
て
（
検
討
結
果
の
報
告
）
」
を
踏
ま
え
、
専
門
的
な
知
見
に

基
づ
き
推
計
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
お
り
、
妥
当
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

八
に
つ
い
て

御
指
摘
の
全
額
国
内
株
式
で
運
用
し
た
と
仮
定
し
た
場
合
の
下
方
確
率
に
つ
い
て
は
、
新
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
運
用

環
境
の
想
定
下
と
旧
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
運
用
環
境
の
想
定
下
と
で
は
、
経
済
中
位
ケ
ー
ス
で
一
・
二
二
パ
ー
セ
ン

ト
、
市
場
基
準
ケ
ー
ス
で
一
・
〇
七
パ
ー
セ
ン
ト
異
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
想
定
し
て
い
る
運
用
環
境
の
違
い
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

九
に
つ
い
て

御
指
摘
の
全
額
国
内
債
券
で
運
用
し
た
と
仮
定
し
た
場
合
の
下
方
確
率
に
つ
い
て
は
、
新
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
運
用

環
境
の
想
定
下
と
旧
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
運
用
環
境
の
想
定
下
と
で
は
、
経
済
中
位
ケ
ー
ス
で
四
・
〇
九
パ
ー
セ
ン

五



ト
、
市
場
基
準
ケ
ー
ス
で
三
・
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
異
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
想
定
し
て
い
る
運
用
環
境
の
違
い
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

十
に
つ
い
て

御
指
摘
の
資
産
構
成
割
合
と
し
た
場
合
に
お
け
る
新
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
運
用
環
境
の
想
定
下
に
お
け
る
下
方
確
率

は
、
経
済
中
位
ケ
ー
ス
で
四
十
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
市
場
基
準
ケ
ー
ス
で
四
十
三
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
こ
れ
は
六

に
つ
い
て
で
お
答
え
し
た
計
算
式
等
に
よ
り
推
計
し
た
結
果
で
あ
る
。

十
一
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
経
済
動
向
、
各
経
済
主
体
の
行
動
等
不
確
実
な
要
素
が
多
い
こ
と
か
ら
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。

十
二
に
つ
い
て

国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
は
、
積
立
金
の
運
用
に
つ
い
て
自
ら
の
判
断
と
責
任
の
下
で
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
定

め
、
そ
れ
に
基
づ
き
具
体
的
な
投
資
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
、
基
本
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
見
直
し
を
含
め
機
動
的
に
必
要
な

検
討
が
行
わ
れ
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

六



ま
た
、
現
在
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
の
株
式
運
用
比
率
は
、
平
成
二
十
五
年
度
末
実
績
で
国
内
株
式
及
び
外
国

株
式
合
わ
せ
て
十
六
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

十
三
に
つ
い
て

国
家
公
務
員
共
済
年
金
に
係
る
積
立
金
に
つ
い
て
は
、
国
家
公
務
員
共
済
年
金
が
現
役
世
代
に
対
す
る
受
給
者
の
比
率
が

比
較
的
高
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
満
期
及
び
元
利
払
い
の
金
額
が
確
定
し
て
い
る
国
内
債
券
へ
の
投
資
を
よ
り
重
視
す
る
と
の

考
え
方
に
基
づ
き
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
が
そ
の
運
用
方
針
を
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
が
運
用
を
行

う
厚
生
年
金
保
険
及
び
国
民
年
金
に
係
る
積
立
金
と
比
較
し
て
株
式
比
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

七


